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収益的収支（消費税抜き）

収益的収支（消費税抜き）

資本的収支（消費税込み）

資本的収支（消費税込み）

その他収入
3,365万円

水道料金水道料金
77億億116116万円万円

水道施設の整備・更新費水道施設の整備・更新費
22億億4,7124,712万円万円

水をお届けするための収支水をお届けするための収支

汚水・雨水を処理するための収支汚水・雨水を処理するための収支

水道管等、施設を建設・更新するための収支水道管等、施設を建設・更新するための収支

下水道管等、施設を建設・更新するための収支下水道管等、施設を建設・更新するための収支

長期前受金戻入※１

3,063万円

借入金の利息
1,650万円

借入金の元金返済
9,455万円

その他その他
経常費用等経常費用等
11億億5,8765,876万円

負担金等負担金等
1,3841,384万円

減価償却費等減価償却費等※3※3

11億億8,2438,243万円

人件費
5,550万円

総収益
７億6,544万円

総収入
1,384万円

総費用
６億7,621万円

総支出
３億4,167万円

純利益
8,923万円

置賜広域水道受水費置賜広域水道受水費※2
22億億6,3026,302万円万円

下水道事業

（令和６年３月31日現在）

　水道事業では経費節減に努め約8,923万円の純利益を計上したので、今
後の施設耐震化の原資として活用します。下水道事業では大橋地区農業集
落排水処理施設を廃止した影響により、約2,178万円の純損失を計上しま
した。（損失分は、前年度からの繰越利益で対応します。）
　引き続き、経費削減と効率的な事業運営を行い、サービスの充実と企業
経営の健全化に努めてまいります。

※1　長期前受金戻入：資産取得時に受けた補助金や受益者負担金を、その資産の減価償却期間に分割して収益化するものです。
※2　置賜広域水道受水費：本市では水道用水のほぼ全てを山形県（置賜広域水道）から受水しており、その購入費です。
※3　減価償却費：長期間使用される固定資産（設備等）の取得費を、その資産が使用できる期間にわたって費用配分したものです。
※4　流域下水道管理運営費：本市の公共下水道は、山形県の最上川流域下水道（置賜処理区）に接続して処理しており、その負担

金です。
※5　内部留保資金：減価償却費など、実際にお金の支出がない費用計上によって生じた資金や、利益の積立金を内部留保資金と

いいます。この資金を、資本的収支の不足分に充てています。

下水道使用料下水道使用料
33億億5,0085,008万円万円

減価償却費等減価償却費等※2

６６億億2,3892,389万円万円

一般会計繰入金一般会計繰入金
33億億7,2417,241万円万円

長期前受金戻入※１

2億4,173万円

人件費
3,004万円

借入金の利息
8,686万円

その他その他
経常費用等経常費用等
8,1418,141万円

総収益
9億6,932万円

総費用
9億9,110万円

流域下水道　流域下水道　
管理運営費管理運営費※4

11億億6,8906,890万円

純損失
2,178万円

その他収入
510万円

一般会計

特別会計 市債・基金

財政状況について

区分 歳入決算額 歳出決算額 差引

国民健康保険（事業勘定） 31億2,668 31億1,855 813

国民健康保険（施設勘定） 150 148 2

財産区 1億4,705 1億3,906 799

育英事業 742 79 663

介護保険 36億4,795 34億3,389 2億1,406

後期高齢者医療 ４億2,851 4億1,347 1,504
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※千円の位は四捨五入しています。

歳入総額 191 億 9,064 万円
歳出総額 181 億 3,259 万円

歳入歳出差引額   10 億 5,805 万円

実質単年度収支 ▲ 6,675 万円

歳入・歳出ともに、前年度から増加↑

全ての特別会計で黒字決算 基金残高は増加継続

令和５年度の一般会計の概要

令和５年度の実質公債費比率は12.6％、将来負担比率
は114.7％で、いずれも国の定める基準を下回ってい
ます。また、実質公債費比率は、数値を変動させるよ
うな大きな要因はありませんでした。将来負担比率は、
地方債現在高の減と基金の増により7.8ポイント改善
しました。

前年度までの繰越金等と、
基金への積立による増減分を除く

（単位は万円）

Ｒ2Ｒ2 Ｒ3Ｒ3 Ｒ４Ｒ４ Ｒ５Ｒ５（年度）（年度）

160160
（億円）（億円）

基金基金
市債市債

2020

基金は増加傾
向が続いてい
ます

23.6 24.7 27.625.3

150.9150.9 154.7154.7 149.5149.5 147.4147.4

歳入決算額は191億9,064万円。前年度から13億
4,237万円増加しました。このうち自主財源は、市税
が前年度と比べて1億5,199万円増加したほか、繰入
金や寄附金が増加するなど5億5,747万円の増加で
す。依存財源も同様に7億8,490万円の増加。地方交
付税が2億2,848万円、国庫支出金が1億1,691万円、
市債が3億3,110万円増加したことが要因です。

特別会計は、５会計（うち国保は２勘定）となっており、
全ての特別会計で黒字決算となっています。歳入総額
は73億5,912万円で、前年度より6,030万円（0.8％）
減少し、歳出総額は71億724万円で、前年度より1億
1,442万円（1.6％）減少しています。

市債残高は、前年度に比べ２億596万円減少しました。
また基金は前年度に比べ２億3,671万円増えました。
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歳出決算額は181億3,259万円。前年度から15億5,481
万円増加しました。このうち義務的経費では、人件費や扶
助費、公債費が増加。扶助費は、物価高騰対応生活支援給
付金給付事業などによるものが要因です。任意的経費で
は、宮内地区交流センター整備事業などにより60.5％増
加、物件費が全市民応援クーポン事業などにより6.4％増
加し、全体で14億1,526万円（15.4％）増加しています。

（12）（12）６.11. １

市税市税
3737億億3,2973,297万円万円（19.5（19.5%%））

地方譲与税・交付金　
 10億5,989万円（5.5%）

地方交付税　
49億2,200万円（25.6%）

その他　　
16億9,610万円

（8.8%）

分担金、使用料等
２億1,410万円

（1.2%）

繰越金　　
 12億7,049万円（6.6%））

県支出金　　
13億1,830万円

（6.9%）

市債11億7,750万円
（6.1%）

国庫支出金　　
28億2,222万円（14.7%）

寄附金　　
 ９億7,707万円（5.1%）

市民税、固定資産税等。
前年度から約1.5億円増
　

歳入
191億
9,064万円

人件費
26億714万円

（14.4％）

扶助費
34億3,656万円（19.0％）

公債費
14億6,890万円（8.1％）

補助費等
34億4,293万円（19.0％）

物件費
20億2,284万円

（11.2％）

繰出金
12億8,759万円

（7.1％）

普通建設事業費
20億1,233万円

（11.1％）

積立金
15億7,403万円

（8.7％）

その他
２億8,026万円（1.5％）

歳出
181億
3,259万円

義
務
的
経
費

自
主
財
源

任
意
的
経
費

依
存
財
源

※（）は割合。※（）は割合。

物価高騰対応生活支
援給付金給付事業な
どにより3.9％増加

収支不足額 3収支不足額 3億億2,7832,783万円万円
内部留保資金内部留保資金※5※5を用いて補てんを用いて補てん

総収入
８億3,679万円

総支出
12億996万円

国等からの借入金国等からの借入金
33億億6,4606,460万円万円

負担金等負担金等
２２億億9,6189,618万円万円

国庫補助金等国庫補助金等
１１億億7,6017,601万円万円

収支不足額収支不足額
３３億億7,3177,317万円万円
内部留保資金内部留保資金※5※5
を用いて補てんを用いて補てん

下水道施設の下水道施設の
整備・改築費整備・改築費
５５億億2,6582,658万円万円

借入金の元金返済借入金の元金返済
６６億億8,3388,338万円万円

（13） ６.11. １
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